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58年壁転換)
印 務 部
庶 務 的 (昭和42年度設置)
会 計 的( 〝 )
共 同 利 用的(旧紬 9年度設置)

















近 藤 四 郎(大安女子大学人間生活科苧研究所教授)
西 田 利 貞(究京大学理学部助教授)
水 原 洋 城 (宋京農工大学農学部助教授)
室 伏 靖 子(霊長類研究所教授)
市 務 長 西 村 正
現 員 (昭和60年3月30日現在)
教 授 助 教 授 ■助 手 一 般職 貝 等 小 計 非 常 助m fl 合 計
大学院学生および研修員 (附和60咋3月30日現在)







2.予 算 概 況
昭和59年度経費 (項)研究所
経 常 経 費 共同利用施設運 営 費 計 科学研究費 合 計人 件 費 物 件 費
珊 川 I円 千円 千円 千円
339,506 135,180 91,883 566,569 74,950 641,519
科 学研 究費
咋FtE .種別 研 究 課 題 研究代表者 補助金祝
昭和59年度特 定 研 究 (1) 詔長鞘 (入校を含む)の社会構造 河合 雅雄 潤35,000
- 般 研 究 糾C) チンパンジーの自己認識に関する実験的研究 室伏 靖子松波 謙一 2,00014
(行動と神経生理学的測度による分析)
放射性デオキシグルコ-ス脳内取 り込み丑の定員的解析
- 般 研 究 の 志賀高原におけるニホンザルの群れの空間配置に関する研究 和田 一雄 600











〟 畠映アジアにおけるオナガザル類の比較社会学的研究 川村 俊蔵 2.100
(現 地 調 査)〟 インドネシア特おけるマカカ屈サルの種分化と系統に関 竹中 修野上 裕生 10,70022
する研究
熱田新大陸における広昇は類の種分化に関する研究
〟 シシオザルの系統進化に関する研究 岩本 光雄 1,750
･.-2--




耶1滋 部 門 別 磁 召.t 冊 数
部門 年度 和 iTf tY.: 円1967-83 1984 計 1967-←83 19 計
形 態 韮 礎 部 門 57 0 57 63 1 64
神 経 生 PI!部 門 22 0 22 150 1 151
心 乃! 部 門 17 0 17 315 6 321
社 会 部 門 48 0 48 138 0 138
変 只 部 門 19 0 19 38 0 38
生 活 史 部 門 29 0 29 142 0 142
LE 理 部 門 36 0 36 66 0 66
生 化 学 部 門 0 0 0 81 3 34
系 統 部 門 0 0 0 46 2 48
サ ル 施 設 80 2 82 77 0 77
野外 祝 祭 施 設 137 9 146 23 3 26
学 生 用 図 日1) 127 6 133 76 6 82
中 央 部 務 部 160 0 160 91 0 91
芸 本等雑 妻…';布吉 場 文 碓5) 388 9 397 469 25 494
26 0 26 15 0 15
272 37 809 247 4 251
324 66 390 3,533 343 3,876
46 46 1 61
徳 田 文 雄 598 598 219 219
霊 ㌔ 部㌔ 諾6' 148 148 211 21161 61 62 62






刊行区分l) 所 蔵 巻 (年号)2)
科 学
科 学 朝 日
自 然
学 術 月 報
生 物 科 学




科 学 新 聞
バ イ オ テ ク
脳 と 神 経
神 経 研究の進歩
ホルモ ンと臨床
医 学 と 生 物 学
日 本 医 事 新 報
1技 研 医 学
産婦人科の世界
産 科 と 婦 人 科
u白質･核酸･酵素
臨 床 検 査
日本猷医師会雑誌
ラボラトリー ･アニマル
姿 勢 研 究
週 刊 ペ ッ ト百科
世 界 動 物 百 科
モ ン キ ー
中 国 雑 誌
古背推動物与古人頬
考 古 学 報
植 物 学 報
動 物 学 報
地 質 科 学
人 柄 学 学 報





































































洋 雑 誌 リ ス ト (1985年3月末現在101位継続,定胡刊行図むを含む)
刊行l) 2)












A M ll(1973)- 14(1974)
D M 75(1974)-80(1975)
Sd M 神生 78(1970)+
















































































































































































































































































































































































































































































































































A Q 系統 25(1976)+
F Q 社会 30(1976)+
E M 抑生 1(1961)+
A 社会 〔19(1970)-57(1977)+
A 1(1973)-3(1975)
G 3N 系統 60(1968)+
WG M 心,社, 52(1980)+
活,図
ZeitschriftfirVersuchstierkunde. EG BM 14(1972)-20(1978)
1)W-週刊 3/M-旬刊 SM-月2回 M-月刊 BM-隔月刊 Q-季刊 -^咋刊 2V-咋2巻く冊
数不定) 2N.3N-咋2lLj],LF･3回･････(不正m) 2) 〔 )は欠TTがあることを示す｡
なお図田立では1977時淀より詔艮数Bg係の研
究報告の別刷を災めており,1985年3月末現
在24,000部を所蔵している｡
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霊長類研究所図書室利用規定
I.閉塞時間と体重
1.Lli】室時間
317･日:9時から17時まで｡
土曜日:9時から12時まで｡
2.休ii
E]曜日,国民の祝祭日,年末 ･年始は体重と
する｡
その他の臨時休室は,その都皮掲示する｡
Ⅱ.閲 覧
1.朋党者の資格
1)本研究所の教職員･大学院生及び研修員｡
2)木研究所の共同利用研究員で閲覧者カード
を提山するもの｡
3)-&研究所教職員の紹介のあるもの
2.閲覧
I)(旭光者は図-日室内で図番(単行本,雑誌,
その他の資料)を自由に閲覧できる｡
2)r31)詑後の図割ま必ずもとの場所にもどす｡
Ⅲ.i33出および返却
1.Eのl･1)及び2)の該当者は,下記に従
い図iTIを借用できる｡すべての借用資料は,
仇川として所外に持出すことはできない｡
a.11行本
l)lli行本は1カ月間借用できる｡
2)化的 時には,ブックカードおよび代本板
FT]紙に必要事項を記入する｡ブックカー
ドは所定の箱に入れ,代本板用紙は代本
校の背にそう入して,書架上の本のあっ
た位把にLTHく｡
b.製本雑誌
l)製本雑誌は3日間借用できる｡
2)伯用方法は単行本に準じる｡
C.未製本雑誌
1)宋製本の雑誌は15時から翌朝10時までの
間に限り借用できる｡
2)借用時には貸出カードに必要郡項を記入
する｡
d.別刷
1)別刷は開基時間中に図告室内でのみ利用
できる｡
2)利用後は,返却台上の箱に返却する｡
2.参考図番その他禁付出扱いの図日は貸出さな
い｡
3.借用中の資料を転貸してはならない｡
4.再手続きをすることにより貸出期限の延長が
できる｡ただし,他に借用希望者がある時は,
そちらを優先する｡
5.倍用後の図番は返却台に返却する｡
Ⅳ.総点検および長期貸出
1.毎年 l回図告の総点検を行なう｡この時は,
貸出期限内外を問わず,すべての図番を返却
する｡
2.総点検期間中,原則として図百室は体重とす
る｡
3.図暫委員会により研究室等への拭えつけが認
められた図執ま,長期貸出扱いとする｡長和
持出期間は1年で,長期貸出扱いの更新は総
点検時に行なう｡
Y.そ の 他
1.資料を紛失したり汚損した場合は,代本また
は相当の代金で祁わなければならない｡
2.借用資料を期日までに返却しなかった場合,
以後の貸出を一定期間停止されることがある｡
3.台蹄および閲覧室内は禁煙とする｡
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資 料
コンピューターによってコード化され,荘印さ
れたtlT!木点数は以下のinりである｡
和 Wl 点放
耶三紀qlG乳獅レプリカ 1.565
うち.'Jl長期 380
企虫Hi 26I
ゲッ幽朔 750
その他 174
(それ以外の未整理標本 200)
入獄化石レプリカ 370
㌶艮類骨格控本(79位) 1,895
うち,旧世界ザル 1.321
新世界ザル
詔艮Hi枝折校本
嘱乳Hi骨格班本
帖乳頬歯牙レプ[)カ
574
250
283
loo
(昭和60年3月21日現在)
いわゆるワシントン条約(絶滅のおそれがある
野生動椴物の印の国際取引に関する条約)の規制
によって,詔技糊尻仏の隅人も困難となってきた｡
今後は入手がますます閑雅となることが予想され
るので,入手した尻休のうち柿な柾についてはホ
ルマl)ンないしはアルコールltlの,液滋標本とし
て保存につとめている｡
コンピューターによろコード化は,従来,アル
フ7ベットによりおこなってきたが,今後は,班
字,かなまじりでもアウトプットできるシステム
の確立をはかりたく計両している｡
(Pf料安Ll会)
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